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①共通テスト利用入試をうまく使いたい。
共通テスト利用入試をうまく活用してもらいたいのですが、初めての共通テストで平均

点を予想することはできても、実際にどうなるかは本番終了までわからない。予想通りの
教科科目もあるだろうし、驚くほど高い（低い）平均点の教科科目もあるだろう。地歴公
民や理科では平均点が 20 点以上違えば得点調整が行われるが、例えば日本史Ｂと数ⅠＡ
で大きく平均点が違っても得点調整されることはない。５教科７科目を受験する人は一般
的に平均化されてそれほど問題はないと思うが、私大の３（２）教科型の共通テスト利用
入試では運不運が生まれるだろう。ラッキーかもしれないしアンラッキーかもしれない。
これは神のみぞ知ること、今、そんなことをグジグジ考えていても仕方がない。一生懸命
頑張ったけど、アンラッキーは当然ある。でも、私大のメイン入試は一般入試（共通テス
ト利用ではない）。本当にアンラッキーなら、実力は付いているわけで一般入試で合格で
きるハズ、一般入試で合格すれば良い。ただし、ラッキーの可能性もあり、そんな意味で
も共通テスト利用入試をうまくつかいたい。
基本的に今、出ている共通テストボーダー得点率は昨年のボーダーラインの影響を受け

ており、共通テストの平均点が下がる予想で調整されている。先ほど説明したように平均
点がどうなるかはまったくわからないので、ボーダー得点率の予想は基本的に外れると思
ってください。ですが、ボーダー得点率の難易予想に大きな違いはないと思います（例え
ばＡ大学が 85 ％でＢ大学が 80 ％なら、85 ％は違うかも知れないが、Ａ大学がＢ大学より 5
％前後難しいという予想はあまり外れないと考えられる）。ですから共通テスト利用の出
願は偏差値ではなく、ボーダー得点率の幅で出願しましょう（２～３％の幅ではなく、５
％くらいの幅で）。予想ボーダー得点率は来週配布する「栄冠めざして VOL3」で確認で
きます。同じ得点率の大学に複数出願してもあまり意味はないし、実践問題を解いた手応
えを加味し基本的にはポジティブに出願することを勧めます。

②７８％と２２％ ？
同じ大学の同じ学部学科を一般入試とセンター利用入試に両方出願して、どちらかだけ

合格した人（ 2019 年度）は７８％が一般入試、２２％がセンター利用入試だったそうで
す。私大の基本は一般入試だということです（言い換えると一般入試の方が合格しやすい
ということ、法政大学は昨年までのセンター試験で７０点代後半採れている人が一般入試
に合格していると説明しています（私も毎年、そんな感じだと思います）。）。ただし、毎
年、センター（共通テスト）だけがうまくいって、その後の一般入試が失敗、結果として
センター（共通テスト）利用入試で合格した大学に進学していく生徒がクラスに５人くら
いいます。共通テスト利用入試もチャンスのひとつとして出願してください（お金をいく
ら使っても良いならいくらでも出願すれば良いですが、昨今の共通テスト利用入試の難化
を考えると３校くらいかなと思います）。

③国公立の人は４(５)教科型の共通テスト利用入試をうまく使おう
４教科型 早稲田（スポ科）、理科大、青学（経済）、学習院（経済）、中央（商など）、

明治（理系）、立教（理系）、芝浦工、電機、東農、津田塾、東洋 ４
５教科型 早稲田（人科など）、学習院（教育、経済）、中央（法）、明治（文系）、

立教（文系）、法政、都市大、東京女子、東洋

④得意・不得意があり、偏差値に、もの凄く差がある人
誰だって得意不得意はあるから、少しくらいの偏差値の差（１０以内の差）なら気にし

ないほうが良い。余計なことを考えないで不得意科目をなくす勉強を続けてください。た
だし偏差値で１５くらい差があるなら併願校（滑り止め校）を考える際に、科目の配点な
どを加味することを勧めます。
ａ 英語が伸びなやんでいる文系の人へ
英語が伸びなやんでいる文系の人は厳しい結果になる可能性があります。必死に最後ま

で英語の勉強を続けてください。皆さんの行きたい私立文系は英語の配点が高い大学ばか
りですが、配点が高くない大学も少しはあります。英語の配点が高くない大学を併願校と
して検討してみてください。

英語 国語 社（数）
ＧＭＡＲＣＨの多く １５０ １００ １００
日東駒専のほとんど １００ １００ １００
明治 文 英米文・現代社会など １００ １００ １００
明治 情報コミ・農（食料環境政策）１００ １００ １００
明治 法 法 （全学部のみ） １００ １００ １００
立教 文 史 ２００ ２００ ２００



立教 社会 現代文化など １００ １００ １００
中央 文 社会・心理など １００ １００ １００
中央 経済 経済など （統一のみ）１００ １００ １００
青山学院 文 日文（Ａ方式・併用） (共 100) １５０ (共 100)
青山学院 文 史 （個別・併用） (共 100) (共 100) (共 100 ＋ 150) ※日史(世史)250/450

青山学院 法 法 （Ａ方式・併用） (共 100) (共 150) (共 50)＋社会総合問題 200 ※英 100/500

法政 文 日文 （Ｔ方式） － １００ － １００（小論文）
早稲田 教育 生涯教育など ５０ ５０ ５０
早稲田 人間科学 ５０ ５０ ５０
駒澤 文 国文（Ｓ方式） １００ ２００ １００
駒澤 文 歴史（Ｓ方式） １００ １００ ２００
専修 文 日本文学文化（Ｄ方式） １００ ２００ １００
國學院 文 得意科目 １００ １００ １００ （高得点を２倍にし判定）
國學院 経済 特色型 １００ １００ １００ （高得点２教科を２倍）
武蔵 社会 社会（全学部） ( 100 ) ( 100 ) ( 100 ) 英・国・社(数)から２
成城 文芸 国文（Ｓ方式） １００ １５０ －
ｂ 英語が伸びなやんでいる理系の人へ （又は理科が伸びなやみ、数学が得意な人）
理系には英語の配点が少ない大学はいくらでもあります。英語が伸びなやんでいるなら

併願校は英語の配点を調べましょう。数学理科の勉強がうまくいっていれば、青学理工Ｂ
方式は絶対に受験して欲しい。ただし、毎年、１月末頃になってやっと実力が付いてくる
人もいます。諦めないでがんばり続けることが最も重要です。

英語 数学 理科
芝浦、電機、都市、工学院ほとんど １００ １００ １００
青山学院 理工 Ｂ方式 (共 100) (共 60 ＋ 140) (共 60 ＋ 140)
青山学院 社会情報 Ｃ方式 (共 100) (共 100 ＋ 200) － ※英 100 数 300 だけ
青山学院 社会情報 全学部 １５０ ２５０ －
学習院 理 １５０ １５０ １５０
早稲田 教育 地球科学など ５０ ５０ ５０
早稲田 人間科学 ５０ ５０ ５０
明治 理工 全学部 １００ ２００ １００
明治 総合数理 個別方式 １２０ ２００ －
立教 理 化学など １００ １００ １５０
東京理科 ﾋﾞｼﾞﾈｽｴｺﾉﾐｸｽ １００ ２００ －
法政 理工 １５０ １５０ １５０
北里 理 化学など ( 200 ) ( 200 ) ３００ ※ 英・数Ⅱから１
北里 理 生物など（共テ） １００ １００ ２００
日本女子 理 数物 ( 100 ) １００ ( 100 ) ※ 英・理から１

物質生物 １００ ( 100 )（ 100 ） ※ 数・理２から２
東京女子 現代教養 数学 １００ ２５０ －
津田塾 学芸 数学 １００ ２００ －
ｃ 日本史・世界史が伸び悩みの文系の人（又は英語が得意な人）
法政のＴ（統一）方式はＧＭＡＲＣＨなのに２教科、英国、英数受験です。英語がある

程度出来て、日本史（世界史）が伸びなやんでいる人は併願校に入れることを勧めます。
ただし日本史・世界史はこれから伸びるばかりだし、私大の問題は前の日に勉強した内容
が本番で２０点くらい出題されるなんてことは毎年のように耳にします。ですから自分を
信じて今の勉強を続けることが基本です。

英語 国語 社（数）
立教 経済 経済 １５０ １５０ １００

ｺﾐｭﾆﾃｨ政策など ２００ ２００ １００
法政 法 国際政治（Ｔ方式） ２００ １００ － ※社(数)がない

法 国際政治（一般） ２００ １００ １００
社会 ﾒﾃﾞｨｱ社会（Ｔ方式） １５０ １００ － ※社(数)がない

青山学院 文 日文（Ｂ方式・併用） (共 100)(共 50 ＋ 100) － ※社(数)がない
文 英文（Ｂ方式） ２００＋英語総合問題 200 － ※英語のみ

（Ｃ方式） ２００ １００ ※社（数）がない
学習院 国際社会・法 １５０ １００ １００
中央 法 国際企業関係法 ２００ １００ １００

総合政策・国際情報(文系) １５０ １００ － ※社(数)がない
国際情報(併用) (共 200 ＋ 150)－ (共 100) ※国がない
総合政策(併用) (共 200 ＋ 150)(共 100)(共 100) ※現文数社理→ 200

明治 商 全学部 ２００ １５０ １００
成城 経済 経営（Ｓ方式） １６０ １４０ － ※社(数)がない

文芸・法など （Ｓ方式） １００ １００ － ※社(数)がない
成蹊 文 英文 ２００ １５０ １００

経済 （全学部） ４００ ２００ － ※社(数)がない
専修 経営 ﾋﾞｼﾞﾈｽ（Ｃ方式） １５０ １００ １００

文 英語英米文 １５０＋５０（共通テストリスニング） ※英語だけ


